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。

　キラリでは、田舎暮らし
体験の受入れをしたいとい
う農家を募集しています。
詳しくは、キラリ事務局ま
でお問い合せください。
問　キラリ事務局
　　（農業政策課内）

　　☎88－8106

参加者の内訳（11月末現在）

年　代 人　数
10代未満 36
10代 11
20代 29
30代 22
40代 28
50代 2
60代 7
計 135

性　別 人　数
男 66
女 69
計 135

地　域 人　数
東　北 1
関　東 22
中　部 82
近　畿 5
中　国 3
海　外 22
計 135

職　業 人　数
社会人 91
学生 38
その他 6
計 135
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ありがとうメッセージコンテスト
入賞作品

おかあさん へ
　いつもおこってくれてありが
とう。わらってくれるようにが
んばるね。
かたぎり　ぎんじろう より

（成器西小1年　片桐　銀持郎）

おかあさんがおこるのも愛情。
でも笑顔が一番うれしい。

お母さんへ
　いつもいそがしいのに話を聞
いてくれてありがとう。心がら
くになり学校にいけます。

ふじさわ　歩真より
（村岡小4年　藤澤　歩真）

お母さんに話すだけでも安心す
る。お母さんは最高のカウンセ
ラー。

おじいちゃんへ
　もう、としが来ているのに働
いてくれてありがとう。体に気
を付けて、家族を支えてね。

小林　大起より
（勝山北部中1年　小林　大起）
おじいちゃんの姿が人生のお手
本です。

おかあさんへ
　いつもおしごと
してかえってからたくさんお話
し聞いてくれてありがとう。

ななより
（平泉寺小2年　松田　菜奈）
今日のこと、おかあさんに聞い
てもらわなくては一日が終わり
ませんね。

おじいちゃんへ
　晴れの日も、雨
の日も見守り隊、ご苦労様。お
じいちゃんの顔が見えると安心
するよ。 ふうかより
（成器南小5年　出口　楓華）
降っても照っても。私たちを見
守ってくれるおじいちゃんのま
なざし…。ありがたいですね。

家族のみんなへ
　学校から帰っ
てみんなの顔が見えると、ホッ
コリします。家が一番大好きな
場所です。

ちひろより
（勝山北部中2年　笠松　千滉）
家族みんなの顔を見て充電。す
ばらしい家族ですね。

主人へ
　結婚して42年、
私はいつも暖かい日だまりの中
です。感謝しています。ありが
とう。

妻より
（長山2丁目　黄倉　博子）

いつも日だまりのような家庭。
夫と妻の協力の賜物です。

おじいちゃんとおばあちゃんへ
　はたけで野さいを作ってくれ
てありがとう。キュウリのサラ
ダがおいしかったです。

津田　朱里より
（北郷小3年　津田　朱里）

おじいちゃん、おばあちゃんの
作った野菜が私たちの栄養にな
るという幸せ。

地域の人へ
　何でも「やってみ」と言って
くださったおかげで私は勇気と
希望がわいてきます。

笠松　青夏より
（北郷小6年　笠松　青夏）

いつもわが子のように見守りつ
つ、チャレンジさせてくれる地
域の方々。ありがたいです。

バドミントン部の仲間へ
　一生懸命やることの楽しさを
教えてくれてありがとう。今私
は辛い事でも楽しいよ。

内田　早紀より
（勝山中部中3年　内田　早紀）
部活の仲間と共にがんばること
が楽しい。良い仲間と出会えま
したね。

　身近な暮らしの中で感じた感謝の気持ちを３９（サンキュー）文字以内で表した「ありがとうメッセージ」
を募集したところ、1,181点の応募がありました。その中から、優秀賞作品10点をご紹介します。
　入選作品は市ホームページで公開しています。 　問　未来創造課（市役所２階）☎88－1115

※青字は審査員コメント


